
 

『女
源
氏
教
訓
鑑
』<

41>
は
、
近
世
後
期
以
後
に
一
般
化
し
た
女
訓
書
・実
用
百
科
書
的
な
面
も
見
ら
れ

ま
す
が
、
書
名
か
ら
う
か
が
わ
れ
ま
す
よ
う
に
、
『
源
氏
物
語
』
を
中
心
に
据
え
た
古
典
教
養
書
的
な
性
格

が
濃
厚
で
、
巻
頭
と
巻
末
に
概
要
的
な
内
容
の
紹
介
を
置
き
、
さ
ら
に
各
巻
の
源
氏
物
語
香
図
引
歌
に
加

え
て
、
巻
名
の
由
来
、
語
釈
、
梗
概
、
引
歌
の
解
釈
な
ど
が
詳
細
に
解
説
さ
れ
て
い
る
本
格
的
な
入
門
書
で

す
。 

Ⅲ
． 

『源
氏
物
語
』の
概
要 

『
源
氏
百
人
一
首
』<

44>

は
、
異
種
百
人
一
首
の
一
つ
で
、
詠
歌
が
見
ら
れ
る
『
源
氏
物
語
』
の
ほ
ぼ
す
べ

て
の
作
中
人
物
一
二
三
人
に
つ
い
て
、
一
首
ず
つ
歌
を
掲
げ
、
詠
ま
れ
た
場
面
と
人
物
の
紹
介
を
し
た
も
の

で
、
弘
徽
殿
大
后
の
よ
う
な
歌
を
詠
ま
な
い
人
物
は
若
干
抜
け
て
い
ま
す
が
、
一
種
の
作
中
人
物
事
典
と
い

え
ま
す
。 

『
賢
女
遺
訓
操
百
人
一
首
華
文
庫
』<

43>

は
、
百
人
一
首
の
頭
書
の
一
面
ご
と
に
『
源
氏
物
語
』
の
各
巻

を
取
り
上
げ
て
、
巻
名
・
源
氏
香
図
・
年
立
を
示
し
、
引
歌
を
記
し
た
場
面
絵
を
掲
げ
て
、
そ
の
解
説
を
施

し
た
も
の
で
、
『源
氏
物
語
』の
内
容
を
理
解
す
る
た
め
の
手
引
書
と
し
て
、
な
か
な
か
充
実
し
て
い
ま
す
。 

『女
要
珠
文
庫
』<

42>

は
、
上
段
に
や
は
り
実
用
書
的
な
知
識
を
収
め
、
下
段
に
「
湖
月
女
文
章
」
と
し
て
、

最
初
に
「
源
氏
香
図
」
を
示
し
、
各
巻
の
要
所
の
説
明
文
を
仮
名
手
本
風
の
書
体
で
記
し
、
引
歌
を
示
し
、

作
中
人
物
の
絵
を
添
え
た
も
の
で
、
こ
れ
も
優
れ
た
『源
氏
物
語
』の
案
内
書
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 

（
東
京
学
芸
大
学
名
誉
教
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小
町
谷
照
彦
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内
の
数
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